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１．概要（Summary ） 
層状ファンデルワールス（vdW）磁性体を数分子層レ

ベルにまで薄くした二次元磁性体は、単独でも興味深

い研究対象であるが、いわゆる磁性 vdW ヘテロ構造

の構成要素としても重要である。我々は MBE による

二次元磁性体および磁性 vdW ヘテロ構造の作製と物

性開拓に取り組んでいるが、MBE で作製した試料は

基本的に大面積であるため、従来の劈開法で作製した

微小試料では困難であった各種分光測定による電子

状態の精密計測が可能になる。今回、二次元強磁性体

V5Se8 と二次元金属 NbSe2 を積層させた磁性 vdW ヘ

テロ構造を対象として、XMCD 測定を行った。 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 
目的：V5Se8/NbSe2ヘテロ構造における磁性を XMCD
測定から明らかにすることを目的とした。 
方法：BL23SU に常設の XMCD 装置を用いて、最低

温における XAS/XMCD スペクトルおよび XMCD の

磁場依存性（MH）を測定した。また、MH を様々な

温度で測定し、強磁性転移温度を評価した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
作製した試料は十分に厚い Se でキャップした状態で

BL23SU に持ち込み、測定直前に準備室でデキャップ

作業を行うことにより清浄表面を準備した。図 1 に最

低温（6 K）で磁場を+10 T あるいは-10 T 印加した状

態で測定した XAS スペクトルおよび XMCD スペク

トルを示す。V の吸収端近傍で明瞭な X 線吸収が観測

され、かつその強度が円偏光の向きに依存することや

磁場で反転することから、これが V の磁性を反映した

シグナルであると結論付けた。図 2 に入射光のエネル

ギーを固定して XMCD の磁場依存性を評価した結果

を示す。ゼロ磁場近傍で非線形な振る舞いが見られるこ

とから、V は強磁性状態にあると考えられる。この強磁

性的なシグナルは温度の上昇に伴って減少し、30 K で

は消失することがわかった。これらの磁場依存性や温度

依存性は輸送特性の結果と整合しており、V5Se8/NbSe2

界面では磁気近接効果によりV5Se8の磁性が大きな変調

を受けていると結論付けられる。この強磁性シグナルは

汎用的な磁気特性評価装置である SQUID では検出でき

ないぐらい微弱なものであるが、今回 XMCD 測定を行

うことでこれを検出することに初めて成功した。その結

果、V5Se8/NbSe2界面における磁気的相互作用の詳細に

関する知見を得ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 最低温（6 K）での XAS/XMCD スペクトル 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 2. 様々な温度で測定した XMCD の磁場依存性 



 
４．その他・特記事項（Others） 
なし。 


